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【本書の内容】 

 畿内地域を中心に、小支群の様相、それらの集合体としての群集墳の様相を明らかにし、そこから古墳時代

の家族・集団がいかにみえるのかを検討する。支群形成、追葬、埋葬施設、副葬品組成、須恵器の副葬、古墳

の終焉、横穴墓や集落との比較検討など、様々な分析視角から検討した最新の研究成果を収録する。 

 古代学研究会2018年度拡大例会シンポジウムをもとにした成果報告書。 
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